
7／25燭農．平成8年

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
懸

■発行／十日町市役所
　〒948新潟県十日町市千歳町3丁目3番地　i’

■編集／企画人事課広報広聴係

懸
欝

麟

簸醸
叢

灘

灘羅

　　　　　　講　　一葦　腿　鵤翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　ガ　　　　　　

陀お知灘・瓢塑瓢鐵響畿笏o～1笏
　　　嚥健康瓢菓健劃羅誌慧　　甲一ll5懸　　　　．．
　　　．溝　　　　　　　　　　　　　 蝦

　　’　聾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　　　　鰭

　
　
　
　
　
難
響
欝
．
嚢
鱒
鍵

　
　
　
顯
麟
　
蕪
、
．
駕
蝕
灘
繋
か
”
、
　
　
．
瓢
猫

　
　
　
　
．
餐
禦
羅
蕪
・
麟
．
鑑
　
　

，
旧
蒙
欝
総
　
．
　
．
麟
　
織
経
　
煽
．
購

翻
醸
欝
．
、
灘
灘
欝
騨
覇
　
，
，
、
難
饗

，
蠣
　
、
　
　
禁
、
羅
麟
、
縫

・
灘
鍵
灘
鯉
　
．
．
■
極
　
　織

顯
灘難灘．

、
鰹
麹
犠
　
　
・

口
騨
、
．
灘
、
、
　
蟹
鱗
．
，
，
懸
蝋
、
、
灘

鞭盤

灘
懸
鱗
難
霧
繋
議
繍
瓢
『

鐵
　
鱒
灘
h
継
　
欝
馨
　
　
難
織
．
　
『
．
』
『
　
　

．
顯
馨
．
馨
．
醸
．
・
『
、
騒
鋤
翻
．
、
灘
．
糊
轟

轡

墾驚
　灘

↑
騨
駕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ　ご

丁　’　　募



崎 1亨口畦 1壁 1
　

1
［

お
気
軽

に
お
い

で
く
だ
さ
い

i
口

－
－
－
－
■

ま
ま

【
　
　
　
ー

全
域
で
開
催

　市が地域活性化の起爆剤として取り組ん

できた当間高原リゾートが今秋10月に一部

オープンし、ほくほく線が来春3月に開業

します。市ではこのような大きな節目の年

にあたり、広く市民の皆さんの声を聴きな

がら今後の新しい長期発展計画（総合計画）

を策定したいと考えています。

　本来「まち」は市民のものであり、市民

が自ら「まち」のあり方を考え、自ら参加

し、市との共同作業によってつくり上げら

れるべきものといわれています。このとお

りだと考えます。ですから「市民と語る日」

を続けてきました。問もなく始まります。

市民の皆さんから大勢参加してもらいたい

と思っています。

　
「
市
民
と
語
る
日
」
は
対
話
形
式

と
し
て
平
成
6
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、

今
年
で
3
回
目
を
迎
え
ま
す
。
昭
和

54

年
度
か
ら
59
年
度
ま
で
は
「
広
聴

会
」
、
6
0
年
度
か
ら
平
成
5
年
度
ま
で

は
「
市
民
と
市
と
の
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
（
ま
ち
懇
）
」
で
し
た
。

　
　
「
広
聴
会
」
は
、
昭
和
54
年
度
に

策
定
さ
れ
た
第
5
次
十
日
町
市
総
合

計
画
（
現
在
は
十
日
町
市
長
期
発
展

計
画
、
下
段
参
照
）
の
作
業
を
控
え
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
総

合
計
画
に
組
み
入
れ
よ
う
と
、
地
区

振
興
会
を
窓
口
に
し
て
同
年
6
月
1
5

日
の
六
箇
地
区
を
皮
切
り
に
始
ま
り

ま
し
た
。

　
「
広
聴
会
」
「
ま
ち
懇
」
か
ら
「
市

民
と
語
る
日
」
へ
と
名
を
改
め
て
き

た
中
で
、
会
の
進
め
方
も
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
初
め
は
「
広
聴
会
」
と

い
う
名
が
示
す
と
お
り
、
意
見
や
要

望
な
ど
を
広
く
聴
く
と
い
う
こ
と
で
、

身
近
な
問
題
か
ら
将
来
的
な
こ
と
ま

で
幅
広
く
話
し
合
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

十
日
町
市

　
　
長
期
発
展
計
画
と
は

　
市
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
構

想
を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
計
画
に
基

づ
い
て
市
の
仕
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
今

後
策
定
さ
れ
る
個
別
計
画
は
、
す
べ
て
こ

の
計
画
を
上
位
計
画
と
し
て
調
整
さ
れ
、

策
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
や
県
に
対
し

て
は
、
本
計
画
に
基
づ
い
た
市
の
進
む
べ

き
方
向
を
示
し
、
協
力
と
支
援
を
要
請
す

る
根
拠
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
長
期
発
展
計
画
は
、
「
基
本
構
想
」
「
基

本
計
画
」
「
実
施
計
画
」
の
3
部
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
基
本
構
想
は
、
市
の
あ
る
べ
き
将
来
像

と
将
来
指
標
を
明
ら
か
に
し
、
目
標
達
成

の
た
め
の
施
策
の
大
綱
を
定
め
た
も
の
で

す
。
な
お
、
基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
の

基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
に
定
め
ら
れ

た
施
策
の
大
綱
に
基
づ
き
、
そ
の
実
現
の

た
め
の
具
体
的
施
策
を
体
系
的
に
示
し
ま

す
。
ま
た
、
国
や
県
を
含
め
た
実
施
事
業

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
基

本
計
画
は
前
期
、
後
期
に
分
け
て
策
定
し

ま
す
。

　
実
施
計
画
は
、
基
本
計
画
に
定
め
ら
れ

た
施
策
を
、
現
実
の
行
財
政
運
営
に
お
い

て
年
度
別
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

毎
年
度
行
わ
れ
る
予
算
編
成
の
指
針
と
な

り
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
初
年
度
は
1
0
年
度
と
し
、

目
標
年
度
は
基
本
構
想
が
1
9
年
度
、
基
本

計
画
の
前
期
計
画
が
1
4
年
度
、
後
期
計
画

が
1
9
年
度
、
実
施
計
画
は
3
か
年
の
ロ
ー
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そ
し
て
話
し
合
わ
れ
た
問
題
に
つ
い

て
は
選
択
し
な
が
ら
、
年
度
年
度
の

仕
事
に
取
り
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
回
数
を
重
ね
る

ご
と
に
、
地
区
や
皆
さ
ん
の
考
え
方

や
要
求
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
市
の
対
応
の
仕
方
や
広
聴
活
動

の
あ
り
方
な
ど
の
見
直
し
も
望
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
6
0
年
度
か
ら

「
市
民
と
市
と
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
、
平
成
6
年
度
か
ら
「
市
民
と
語

る
日
」
と
名
を
改
め
、
市
や
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
課
題
を
絞
り

込
ん
だ
中
で
、
ど
の
よ
う
に
進
め
た

ら
よ
い
か
提
案
し
て
い
た
だ
き
、
よ

り
具
体
的
な
話
し
合
い
を
進
め
る
と

い
う
会
に
し
ま
し
た
。

市
民
参
加
が

　
欠
か
せ
な
い
広
聴
活
動

　
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
広

報
・
広
聴
活
動
は
欠
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
「
広
報
」
と
は
、
市
が
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
課
題
や
取
り
組

ん
で
い
る
仕
事
を
広
く
お
知
ら
せ
し
、

理
解
や
協
力
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

「
市
報
と
お
か
ま
ち
」
は
そ
の
一
つ

で
す
。
「
広
聴
」
と
は
、
課
題
や
仕
事

に
対
す
る
提
言
や
要
望
な
ど
を
広
く

聴
き
、
取
り
入
れ
る
こ
と
で
す
。
「
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ん

民
と
語
る
日
」
「
市
長
へ
の
手
紙
」
「
暖

わ
し
つ

和
室
」
は
そ
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
広
報
と
広
聴
の
二
つ
の
活
動

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
仕

事
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
全
国
の
市
町
村
と
同
じ
よ
う
に
当

市
も
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
人
口
の
減
少
、
特
に
若
い
人

た
ち
が
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

問
題
の
解
決
に
努
力
し
、
活
力
と
個

性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
を
進
め
る
た
め

に
「
市
民
と
語
る
日
」
を
続
け
て
い

ま
す
。

市
民
の

　
今
年
度
の
市
民
と
語
る
日
は
、
左

の
日
程
表
の
と
お
り
で
す
（
地
区
に

よ
っ
て
は
日
程
が
変
更
と
な
る
場
合

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

と
き
は
市
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）
。

　
7
月
3
0
日
か
ら
9
月
1
8
日
ま
で
の

間
に
1
3
地
区
、
ほ
ぼ
全
地
区
で
開
か

れ
ま
す
。
振
興
会
主
催
で
1
0
地
区
、

市
街
地
に
つ
い
て
は
西
部
地
区
を
除

い
て
振
興
会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
の
で
東
部
（
1
5
町
内
）
、
南
部
（
31

町
内
）
、
中
部
（
1
3
町
内
）
の
3
地
区

に
分
け
ま
し
た
。

　
時
間
は
、
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す

い
夜
7
時
な
い
し
7
時
3
0
分
か
ら
の

1
時
間
3
0
分
な
い
し
2
時
間
で
す
。

当
日
は
開
会
、
市
の
出
席
者
の
紹
介
、

ほ
く
ほ
く
線
と
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
つ

い
て
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
の
後
、
各
地

区
ご
と
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
進
め

ら
れ
ま
す
。

　
ま
ず
、
「
新
し
い
長
期
発
展
計
画
と

ま
ち
づ
く
り
」
で
、
市
長
が
ま
ち
づ

く
り
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え

方
を
示
し
ま
す
。
そ
の
後
、
地
区
の

皆
さ
ん
か
ら
地
域
に
関
わ
る
課
題
を

提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
市
長
の
話
、
ま
た
皆
さ
ん
か

ら
の
提
案
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
や

質
疑
を
し
な
が
ら
、
目
指
す
べ
き
ま

ち
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

　
8
．
9
年
度
は
新
し
い
長
期
発
展

計
画
の
策
定
作
業
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
、
高
速

交
通
体
系
へ
の
対
応
、
ま
た
皆
さ
ん

か
ら
の
提
案
や
要
望
に
対
処
す
る
た

め
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。
市
民
と

語
る
日
は
市
の
動
き
を
知
り
、
皆
さ

ん
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
場
で

も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

％o

㈹

美
佐
島

7時30分～
江道・猿倉
集落開発センター

％
（月）
大
井
田

7時30分～
大井田

コミュニティーセンター

7
㈱
西
部
7時～
西部会館

8
㈲

城1ヒ
之。新

古田．　　　　　　　　　　●
八川
箇ジ台

7時30分～
川治地区公民館

20
㈹
中
条
7時～
中条地区公民館

29
㈲
高
山

7時30分～
高　山

コミュニティーセンター

％
（月〉
東
下
組

7時30分～
東下組集落開発センター

3
幻
　
（
吉
田

7時30分～
吉田．3、れあい

スポーツセンター

4
㈱
飛
渡

ア時30分～

飛渡地区公民館

5
㈲
中
部
7時～
サンクロス十日町

6
㈹
南
部
7時～
十日町市公民館

17
㈹
下
条
7時～
利雪親雪総合センター

18
㈱
東
部
7時～
東部会館

リ
ン
グ
方
式
と
し
ま
す
。

十艮町市長期発展計画

基本構想

基本計画

実施計画

十
日
町
地
区
の
区
域
割

　
市
街
地
の
東
部
・
西
部
・
南
部
・
中
部

地
区
の
区
域
割
は
、
昨
年
9
月
に
行
わ
れ

た
市
民
体
育
大
会
と
同
じ
で
す
。

▼
東
部
地
区
（
旧
町
内
）

本
町
4
・
5
・
6
i
1
・
6
－
2
・
6
－

3
、
水
野
町
、
若
宮
町
、
田
中
町
東
・
西
・

本
通
り
、
川
原
町
、
上
川
町
、
田
川
町
1
・

2
　
◎
つ
」

▼
西
部
地
区
（
恰
町
内
）

稲
荷
町
3
本
通
り
・
3
北
・
3
南
・
4
・

西
、
西
本
町
1
・
2
・
3
、
千
代
田
町
、

八
幡
田
町
、
下
川
原
町
、
丸
山
町
、
高
田

町
3
東
・
3
西
・
3
南
、
島

▼
南
部
地
区
（
2
1
町
内
）

本
町
1
上
・
1
下
・
東
1
・
西
1
・
2
、

袋
町
東
・
中
・
西
、
栄
町
、
高
田
町
1
・

2
、
宮
下
町
東
・
西
、
七
軒
町
、
泉
町
、

諏
訪
町
、
昭
和
町
1
、
寿
町
4
、
神
明
町
、

学
校
町
－
・
2

▼
中
部
地
区
（
B
町
内
）

本
町
3
、
西
寺
町
、
加
賀
糸
屋
町
、
関
口

樋
口
町
、
駅
通
り
、
西
浦
町
東
・
西
、
稲

荷
町
1
・
2
・
3
東
、
昭
和
町
2
・
3
・

4

平成8年7月25日号3
F

』監
す
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一
瞬
で
壊
わ
す
家
庭
の
笑
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
・
ス
ト
ツ
プ
！

　
高
速
交
通
体
系
の
今
日
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て

車
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。
そ
れ
だ
け

に
、
だ
れ
し
も
が
交
通
事
故
の
加
害
者
・
被
害
者
に
な

る
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
問
題
で
す
。
「
夏
の
交
通
事
故

防
止
運
動
」
を
前
に
、
十
日
町
警
察
署
管
内
の
交
通
事

故
状
況
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
交
通
事
故
の
ニ

ュ
ー
ス
が
流
れ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。
事
故
の
一
瞬
か
ら
、
被
害
者
の

生
活
も
加
害
者
の
生
活
も
、
家
族
を

含
め
て
一
変
し
て
し
ま
う
不
幸
な
危

険
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
下
の
表
は
平
成
6
・
7
年
の
交
通

事
故
発
生
状
況
で
す
。
平
成
7
年
は

全
国
で
7
6
1
、
7
8
9
件
の
事
故

が
起
き
、
不
幸
に
も
1
0
、
6
7
9

人
も
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

1
日
に
2
、
0
8
7
件
、
2
9
人
が
亡

く
な
っ
た
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
県
内
や
十
日
町
警
察
署
管
内
（
十

日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里

村
）
の
数
字
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
管

内
は
件
数
3
4
1
、
死
者
数
1
0
、
傷

者
数
4
0
1
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
数
字
は
全
国
、
県
内

に
比
べ
れ
ば
当
然
少
な

く
な
る
わ
け
で
す
が
、

増
減
率
を
見
て
く
だ
さ

い
。
件
数
が
5
・
2
％
、

傷
者
数
が
7
・
8
％
と

全
国
、
県
内
よ
り
も
高

い
増
加
率
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
十
日
町
市
も
、
ひ
と

昔
前
と
は
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
ほ
ど
朝
・
夕

の
時
間
帯
は
道
路
が
混

雑
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

だ
け
車
の
利
用
者
が
増

え
て
い
る
現
れ
で
も
あ

り
、
交
通
事
故
の
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
と

言
え
ま
す
。

（平成7年妻有郷の交通より）交通事故発生状況

平成7年 平成6年 増減数 増減率（％）

全
　
国

件　　数 761，789 728，139 十33，650 十　　4．6

死者数 10，679 10，649 十　　30 十　　〇．3

傷者数 922，677 879，397 十43，280 十　　4．9

県
　
内

件　　数 13，354 13，320 十　　34 十　　〇．3

死者数 295 279 十　　　16 十　　5．7

傷者数 16，383 16，131 十　　252 十　　1．6

十
日
町
署
管
内

件　　数 341 324 十　　　17 十　　5．2

死者数 10 10 ±　　　0 ±　　　0

傷者数 401 372 十　　29 十　　7．8

4
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3
4
1
件
の
事
故
原
因
を
見
る

と
、
わ
き
見
運
転
な
ど
安
全
運
転
義

務
違
反
が
2
2
8
件
と
圧
倒
的
な
数

に
な
り
ま
す
が
、
危
険
性
の
高
い
飲

酒
運
転
に
よ
る
事
故
が
依
然
と
し
て

な
く
な
ら
な
い
ほ
か
、
前
方
不
注
意

に
よ
る
追
突
事
故
、
一
時
不
停
止
や

安
全
不
確
認
に
よ
る
交
差
点
事
故
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
故
を

起
こ
し
た
人
の
年
齢
を
見
る
と
、
働

き
盛
り
の
3
0
歳
代
か
ら
5
0
歳
代
が
1

7
7
件
と
5
0
％
を
越
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
事
故
の
実
態
を
見
る
と
、
原

付
バ
イ
ク
運
転
に
よ
る
高
校
生
や
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
関
係
し
た
事
故
が

6
年
に
比
べ
て
増
え
て
い
ま
す
。
一

方
、
交
通
弱
者
と
言
わ
れ
て
い
る
幼

児
．
小
学
生
や
高
齢
者
（
6
5
歳
以
上
）

が
関
係
し
た
事
故
は
若
干
減
り
ま
し

た
が
、
高
齢
者
の
事
故
割
合
は
依
然

高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
死
者
数
を
見
る
と
6
・
7
年
と
も

10

人
（
2
4
時
間
以
内
死
亡
）
の
方
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
2
4
時
間
経

過
後
に
亡
く
な
っ
た
方
も
3
人
い
ま

す
の
で
実
質
、
上
の
死
者
数
は
1
3
人
に

な
り
ま
す
。
死
亡
者
数
は
こ
こ
4
年

連
続
し
て
2
ケ
タ
台
の
残
念
な
数
字

と
な
り
、
過
去
4
年
間
に
5
3
人
の
方

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

高
齢
者
の
死
者
数
は
6
年
が
4
人
、

7
年
は
8
人
で
し
た
。

　
6
年
1
2
8
件
、
7
年
が
1
1
7

件
。
飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
数
字

で
す
。
昨
年
も
飲
酒
が
原
因
で
3
人

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転

は
、
最
低
で
も
免
許
停
止
の
処
分
と

罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
状

況
は
、
着
用
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
ろ

と
比
べ
る
と
着
用
率
が
低
下
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
7
年
に
亡
く
な
っ
た
運

転
者
と
同
乗
者
の
6
人
の
う
ち
、
4

人
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ
ば

助
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
ク
運
転
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
不
着

用
が
減
点
1
点
に
な
る
の
と
同
じ
く
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
不
着
用
も
減
点
1
点

に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
最
近
で
は
新
た
な
事
故

原
因
が
起
き
て
き
て
い
ま
す
。
携
帯

電
話
を
使
用
中
の
運
転
手
の
事
故
で

す
。
管
内
で
は
、
こ
う
し
た
原
因
に

よ
る
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
普
及

が
予
想
さ
れ
る
こ
の
先
、
心
配
で
も

あ
り
ま
す
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ら

運
転
に
集
中
。
安
全
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　8月1日㈱～10日仕）

　夏の交通事故防止運動

レスローガン

急がずにゆとりとマナーが身を守る

〉運動の重点

1シートベルトの着用の徹底

2若者の交通事故防止

3高齢者の交通事故防止

6月中の交通事故発生状況　　（）累計

年 発生件数 負傷者数 死者数

＋日町市
8年 20（99） 27（122） 0（1）

7年 20（80） 20（94） 2（2）

◆家庭では一一

○レジャー・帰省などで出かける時は、

無理のない計画を家族みんなで話し合

　いましょう。

◆ドライバーは一

o住宅街等では子供のとび出しなどに備

　え、スピードを十分に落としましょう。

o周囲の風景や同乗者などへのわき見運

転は止めましょう。

※今月の交通安全キャンペーンは掲載ぺ一

　ジを変更しました。次回からは、もとの

ぺ一ジに戻ります。

⑱
）
㊤
◎
②
㊨
⑪
㊧
）
⑤

㊨⑯
　
7
月
1
0
日
㈱
、
新
潟
市
・
新
潟
テ
ル
サ
で
「
交
通
安
全
県

宣
言
記
念
県
民
大
会
」
が
開
か
れ
、
中
沢
幾
太
郎
さ
ん
（
四

日
町
1
）
が
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
、
保
坂
金
次
郎
さ
ん

（
土
市
2
）
が
優
良
運
転
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
新
潟
県
交

通
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　　いくたろう
中沢幾太郎さん

　
昭
和
32
年
に
大
井
田
地
区
交
通
安

全
自
治
会
、
3
8
年
に
は
同
地
区
運
転

者
協
会
の
役
員
と
な
り
、
地
域
の
交

通
安
全
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
の
人
た
ち
の

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
事
故
防
止

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
　
米
　
※
　
来
　
米
　
来
　
来
　
来
　
米
　
米
　
来
　
来
　
米
　
※

　　幽
蟻灘

　　撫魂

保坂金次郎さん

　
昭
和
2
9
年
5
月
に
大
型
第
二
種
免

許
を
取
得
し
ま
し
た
。
以
来
4
0
年
以

上
に
渡
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
続
け

て
き
ま
し
た
。
運
転
技
術
は
高
く
、

安
全
運
転
を
第
一
に
現
在
ま
で
模
範

と
な
る
運
転
を
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
数
回
の
新
潟
県
警
本
部
長

　
　
ま
た
、
4
8
年
か
ら
は
市
の
非
常
勤

　
交
通
指
導
員
に
な
り
、
1
2
期
2
4
年
を

　
迎
え
ま
し
た
。
平
成
2
年
4
月
か
ら

　
は
同
指
導
隊
1
0
人
の
隊
長
と
し
て
後

　
輩
指
導
員
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
「
事
故
を
防
ぐ
に
は
市
民
一
人
ひ

　
と
り
の
意
識
が
一
番
大
切
で
す
。
車

　
は
凶
器
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

　
子
供
た
ち
の
目
線
で
見
る
と
確
か
に

大
き
い
で
す
ね
。
慣
れ
っ
こ
に
な
っ

　
て
い
る
車
を
、
目
線
を
変
え
て
見
る

　
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し

　
ょ
う
か
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

来
　
来
『
来
　
来
　
来
　
米
　
米
　
来
　
来
　
来
　
※
　
来
　
米

の
優
良
運
転
者
表
彰
を
受
け
て
い
ま

す
。

　
現
在
は
十
日
町
市
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
平
成
園
」
の
送
迎
バ
ス
の
運

転
手
を
勤
め
て
い
ま
す
。

　
　
「
運
転
席
に
座
っ
た
ら
ゆ
と
り
を

持
つ
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
と
周
り

が
良
く
見
え
て
き
ま
す
。
子
供
た
ち

や
お
年
寄
り
に
対
し
て
や
さ
し
い
運

転
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
”
狭
い
日
本

そ
ん
な
に
急
い
で
…
…
”
と
い
う
文

句
が
あ
り
ま
す
が
、
急
い
で
も
そ
ん

な
に
時
問
は
変
わ
ら
な
い
も
の
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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市
内
の
公
共
施
設
や
企
業
を
訪
ね
て
、

市
政
に
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
計

画
し
ま
し
た
。
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
対
　
象
　
市
内
に
お
住
い
の
方
。
た
だ

　
し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
と
同
伴
し

　
て
く
だ
さ
い
。

■
定
員
各
コ
ー
ス
と
も
5
0
人
（
定
員

　
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）
。

■
集
　
合
　
各
コ
ー
ス
と
も
午
前
9
時
1
5

　
分
ま
で
に
、
市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル

　
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。

会学見設施徊鋤
　
　
A
・

D
コ
ー
ス

■
参
加
者
　
　
　
B
・
C
コ
ー
ス
H
5
百

円
、
　
　
　
　
H
千
円
（
保
険
料
・
入

館
料
含
む
）
。

■
昼
　
食
　
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
ク
ロ
ス
ー
0
に
は
食
堂
が
あ
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
各
コ
ー
ス
と
も
7
月
2
9
日

㈲
か
ら
8
月
1
2
日
㈲
の
間
に
、
企
画
人

事
課
広
報
広
聴
係
（
費
5
7
1
3
1
1
1

内
線
鵬
）
へ
、
参
加
費
を
添
え
て
申
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
人
ー
コ
ー
ス
の

　
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Aコース　　8月籾日（月）（定員50人先着順）

9：30　　　9：40～10二20　　　10二30～12：00　　　　12二10～13：10　　　13：3狸14：00
市役所→消防署→エコクリーンセンター→クロス10（昼食）→グレス7ンスキー→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川西町）
14二20～15：50　　16：00

下水処理場→市役所

Bコース　　8月20日（火）（建員遜◎人先着順）

9二30　　　　9：35～10・05　　　10二15～10二50　　11二10～11：40　　11二50～13：00
市役所→きもの絵巻館→車検センター協）→越後製菓㈱→クロス40（昼食）→

　　13二10～13二40　　　　　14二10～15二30　　　16二〇〇
工一ワファクトリー㈱→当間高原リゾート→市役所

Cコース　　　8月鋼日㈱《建員50人　先蒼順）

9・30　　　　9：40～10二〇〇　　　　10二10～10：20　　　　10二30～10：50　　11：10～11：40
市役所→大黒沢正平在銘梵字碑→姿箭放神社の大ケヤキ→安養寺円通庵の大スギ→鉢の石仏→

12二〇〇～13二〇〇　13・10～13’50　1婁50～14：05　　、14二25～14：50　　篁10～15：40　16：00
クロス10（昼食）→傅物館→石彫ンンポジウム→野首遺跡（上新田）発掘現場→局籠神社→市役所

D；コース　　8月22日㈱鍵員50火i先着　励

9二30　　　　　9：40～10：20　　　10二40～11：20　　11二40～12：50　　13：00～13二50
市役所→㈱工一コーン・ジェム→妻有荘→クロス10（昼食）→博物館→

　13・55～14・20　　　14二20～14：40　　　　　　　　　　　」5：00～15二40　　16：00
総合侭育館・武道館→石彫シンポジウム→しんざ駅・美佐島駅経由→ミフ’イラー美術館→市役所

灘
饒
灘
懸
鍵
灘
灘
鑛
籔
灘
騒
難

イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
で
地
域
振
興

「
あ
て
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
協
議
会
」
設
立

　
「
あ
て
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
研
究
協
議

会
」
の
設
立
総
会
が
7
月
5
日
働
、
ラ
ポ

ー
ト
十
日
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
協

議
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
を
活
用
し
て

十
日
町
地
域
か
ら
情
報
発
信
を
進
め
、
商
・

工
・
農
・
観
光
分
野
の
新
た
な
地
域
振
興

を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
会
で
は
規
約
、
役
員
、
検
討
委
員
会

委
員
、
事
業
計
画
、
収
支
予
算
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は
十

日
町
市
、
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
、
あ
て

ま
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
㈲
広
域
関
東
圏
産
業
活

性
化
セ
ン
タ
ー
（
G
I
A
C
）
、
十
日
町
ソ

フ
ト
開
発
㈱
、
十
日
町
商
工
会
議
所
、
十

総
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
本
田
市
長

日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
、
十
日
町
市
農

業
協
同
組
合
、
十
日
町
市
観
光
協
会
、
十

日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
の
1
0
団

体
で
す
。
役
員
は
会
長
に
本
田
市
長
、
副

会
長
に
梅
田
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
社
長

と
滝
沢
十
日
町
商
工
会
議
所
会
頭
が
就
任

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
7
月
1
5
日
㈲
に
は
第
1
回
目
の

「
あ
て
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
研
究
協
議
会

検
討
委
員
会
」
が
開
か
れ
、
委
員
長
に
は

佐
藤
俊
雄
日
本
大
学
商
学
部
教
授
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
委
員
は
各
会
員
団
体
か
ら

数
人
ず
つ
が
参
加
す
る
ほ
か
、
㈲
十
日
町

地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
東
京
電

力
㈱
、
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、
㈲
東
北

産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
㈱
リ
ン
ク
ス
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
か
ら
参
加
し
ま
す
。

　
同
協
議
会
で
は
、
ω
産
業
振
興
に
関
す

る
調
査
研
究
、
⑭
観
光
振
興
に
関
す
る
調

査
研
究
、
㈹
先
進
事
例
の
調
査
研
究
、
＠

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
実
験
的
に
作
成
、
公
開
し
、
そ
の

ア
ク
セ
ス
状
況
、
ア
ク
セ
ス
者
の
意
見
・

要
望
な
ど
を
収
集
分
析
し
、
地
場
産
業
の

振
興
施
策
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
市

場
開
拓
の
方
法
、
情
報
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
な
ど
を
ま
と
め
る
予
定
で

す
。
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任
期
満
了
（
任
期
は
3
年
）
に
伴

う
農
業
委
員
会
委
員
の
立
候
補
届
け

が
6
月
3
0
日
㈲
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
各
選
挙
区
と
も
立
候
補

者
が
委
員
定
数
と
同
数
で
、
無
投
票

と
な
り
ま
し
た
。
市
選
挙
管
理
委
員

　新農業委員の皆さん
（任期：平成8年7月20日～平成11年7月19日）

会
で
は
、
7
月
7
日
㈲
に
選
挙
会
を

開
き
、
左
表
の
2
0
人
の
当
選
を
確
定

し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ
る
委

員
2
0
人
、
市
長
が
選
任
す
る
委
員
5

人
の
計
2
5
人
で
構
成
さ
れ
、
市
の
農

政
の
か
じ
取
り
を
行
い
ま
す
。
2
5
人

の
委
員
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
3
年
問
、

市
の
農
政
や
地
域
の
農
政
の
た
め
に

活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
経
営
規
模
拡
大
に
伴
う
農
地
の
流

動
化
や
農
業
後
継
者
の
嫁
婿
問
題
、

農
業
者
年
金
な
ど
、
何
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
農
業
委
員
の
主
な
仕
事
〉

◆
認
定
農
業
者
等
へ
の
農
地
の
利
用

　
集
積
、
経
営
改
善
の
支
援
を
す
る
。

◆
農
業
委
員
は
地
域
の
「
世
話
役
」

農
家
の
相
談
相
手
。

◆
集
落
の
声
を
集
め
て
行
政
に
建
議
、

　
諮
問
に
答
申
す
る
。

◆
地
域
農
業
と
優
良
農
地
の
保
全
確

保
、
農
地
情
報
な
ど
の
一
元
管
理

　
を
す
る
。

◆
農
業
者
年
金
の
加
入
と
受
給
手
続

　
き
を
お
手
伝
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

轟
鐵購騰

灘
難
驚

　　艦・　　マ、嬰」
　　　　　　　　　え㌧鋤
新会長職務代理　　　　新会長

風間長一郎さん宮澤健一

選挙　区 氏　名　（年齢） 党　派 住所・選任団体

第1選挙区 風間長一郎㈱ 無・再 長　　　里
（定員4人） 庭野彌三郎㈹ 無・再 西浦町西
十日町・川治 徳永俊一励 無・再 船　　　坂
六箇地区 岡村建治⑳ 無・再 北新田2

第2選挙区
大津　　久⑨ 共・再 魚之田川

（定員4人） 山田正吉㈲ 無・再 四日町3

中条地区 田村敬作㈹
無・新 中条旭町

大嶋一吉㈹ 無・再 太　子　堂

第3選挙区 江村恒男㈱
共・新 中　　　手

（定員4人） 春日義春㈹ 無・新 樽　　　沢

吉田地区
島田利久6の 無・新 北鐙坂39
尾身　　保㈲ 無・新 鉢　　　2

第4選挙区 水落儀一⑨ 無・再 願　　　入
（定員3人） 山口昭一㈱ 無・新 山　　　根
下条地区 関　　由昇6り 無・再 上新田2

嶋田重臣㈹ 無・再 大　　　石
第5選挙区 保坂功一㈹ 無・新 姿　　　2
（定員5人） 樋口健市㈹ 無・再 中　在　家
水沢地区 宮澤健一㈹ 無・再 小　黒　沢

上村益敬㈹ 無・新 土　市　1

市村　　允㈹ 市　農　協

市長が選任 福崎正幸㈹
中魚沼農業共済組合

する委員
村山隆太郎㈹ 市　議　会

小川元一鮒 市　議　会

野上　　清働 市　議　会

ウ
ム
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
越
誠
一
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
藤
巻
秀
正
氏
が
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
概
要
説
明
と
作
家
・
作
品
の

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本

田
市
長
等
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と

6
人
の
作
家
に
よ
る
刻
み
込
み
が
同

時
に
行
わ
れ
、
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま

し
た
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
8
月
2
8

日
ま
で
総
合
体
育
館
北
側
広
場
で
行

わ
れ
、
期
間
中
に
は
「
子
供
彫
刻
教

　
　
ア
　

　
　
　
　
育
館
北
側
広
場
で
、
第
2

　
　
　
　
回
十
日
町
石
彫
シ
ン
ポ
ジ

慧
　
…

｝
…
…
』
』
■
…
ー
騙

懸
響
綾
揮
狛
悟
揖
霧
黙
膨
鱗

　
　
　
～

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
全
国
で
活

躍
す
る
作
家
の
石
彫
現
場
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

本田市長等によるテープカット

騨
麹
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
市
民
プ
ー
ル

㎜
蜜
灘

藩
　
｝

　
市
民
か
ら
の
改
修
要
望

が
強
か
っ
た
、
市
民
プ
ー

ル
の
管
理
棟
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
の
プ
ー
ル
本
体
の

カ
ラ
ー
シ
ー
ト
ラ
イ
ニ
ン
グ
や
プ
ー

ル
サ
イ
ド
の
整
備
に
続
き
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
で
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
今
ま
で
の
管
理
棟

を
取
り
壊
し
、
新
た
に
鉄
骨
造
り
平

屋
建
て
の
管
理
棟
を
建
設
し
ま
し
た
。

ト
イ
レ
も
水
洗
式
（
身
障
者
用
ト
イ

レ
も
設
置
）
と
な
り
、
快
適
に
利
用

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
5
0
m
プ
ー
ル
と
幼
児
用
プ

ー
ル
の
問
に
パ
ー
ゴ
ラ
（
日
除
け
）

を
設
置
し
ま
し
た
。
小
さ
な
お
子
さ

ん
連
れ
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
ま

す
。
今
年
の
夏
は
、
市
民
プ
ー
ル
で

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

塗
『
v

㈱婁
．

　
　
ノ

　
　
』

　
『
　
ア
　
懸
　
㌔

　
、
　
ー

　
m

、
鑑
響
華
．
．
・

轟
離
、
響

ヤ
　
　羅
』

子供たちは水が大好き
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TOKAMACHl
まちの声　みんなの声

服部大輝くん
（西小学校1年）

玄
関
は
き
、
箸
並
べ

　
毎
目
が
ん
ば
り
ま
す

　
「
毎
日
、
玄
関
を
は
き
ま
す
。
今
も
毎

日
、
み
ん
な
の
箸
を
並
べ
て
い
る
け
れ
ど

も
夏
休
み
も
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
、
終
業
式
の
日
に
発
表
し
ま
し
た
。
全

校
の
み
ん
な
の
前
だ
っ
た
の
で
、
少
し
緊

張
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
弟
が
補
助
輪
な
し
で
自
転

車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
よ
う
練
習
を
手

伝
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
僕
は
浮
け
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
、
学
校
の
プ
ー
ル
と
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
休
ま
な
い
よ
う
に
通

っ
て
、
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
よ
う
練
習
を

が
ん
ば
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
と
、
お
母
さ

ん
に
も
約
束
を
し
ま
す
。

　　　　　　　　●

今月のテーマは、「楽しい夏休みの目標」

です。チビッ子6人の抱負を紹介しま

す。

　　「歩道についてお答えします」

　市長への手紙で昨年度は歩道にっい

て多数のご意見が寄せられました。次

号では市の考え方等をお伝えします。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、

　住所、電話番号だけは明記してくだ

　さい。

◆送付先　8月9日樹までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　智57－3111内線213）

　　　あや　の

馬場文乃さん
（吉田小学校2年）

首
飾
り
つ
く
り
と

家
の
手
伝
い
を
す
る
の

　
プ
ー
ル
と
海
で
泳
ぐ
の
が
大
好
き
。
や

っ
と
晴
れ
の
天
気
が
続
く
よ
う
に
な
っ
て

良
か
っ
た
わ
。
で
も
あ
ん
ま
り
泳
ぎ
は
得

意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
海
に
父
さ
ん
と
友

達
と
一
緒
に
行
っ
て
、
貝
殻
を
集
め
て
、

首
飾
り
を
作
る
の
よ
。
作
り
方
は
雑
誌
に

載
っ
て
い
ま
し
た
。
簡
単
だ
し
、
と
っ
て

も
き
れ
い
な
ん
で
す
。

　
そ
れ
と
、
今
ま
で
家
の
手
伝
い
を
あ
ん

ま
り
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
夏

休
み
の
間
く
ら
い
は
、
食
事
の
後
片
付
け
、

特
に
皿
洗
い
を
手
伝
っ
て
あ
げ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ノ

鰻覇灘

　　　ゆういち
福島祐一くん
（中条小学校3年）

ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
ラ
ジ
オ

体
操
を
毎
日
続
け
ま
す

　
ぽ
く
の
夏
休
み
の
目
標
は
、
毎
朝
5
時

に
起
き
て
、
町
内
一
周
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と

ラ
ジ
オ
体
操
を
続
け
る
こ
と
で
す
。
ス
ポ

ー
ツ
、
特
に
野
球
が
好
き
な
の
で
、
体
を

き
た
え
る
こ
と
が
で
き
て
、
野
球
の
走
塁

に
も
役
立
つ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
去
年
の
校
内
マ
ラ
ソ
ン

大
会
で
、
ゴ
ー
ル
直
前
に
越
さ
れ
た
の
が

く
や
し
か
っ
た
か
ら
、
去
年
か
ら
週
に
何

日
か
は
走
っ
て
い
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操

は
去
年
の
夏
休
み
は
親
戚
の
家
に
泊
で
遊

び
に
行
っ
た
の
で
、
2
回
参
加
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
年
は
休
ま
な
い
で
ラ
ジ
オ

体
操
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

④

．灘騒鰯
　　いちぱんいいて

埼玉県清瀬市中清戸5－29－4（市内高山出身・59歳）
猪熊トシイさん
（大好き十日町会会員）

難

友
人
の
一
人
が
十
日
町
を
離
れ
、
新
潟
市
内

で
再
出
発
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
良
さ
は
分

か
っ
て
い
て
も
あ
ま
り
ピ
ン
と
感
じ
な
い
。
で

も
、
離
れ
て
初
め
て
懐
か
し
さ
や
恋
し
さ
、
落

ち
着
け
る
こ
の
気
持
ち
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

た
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
「
大
好

き
十
日
町
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
よ
く
十
日

町
方
面
に
出
か
け
て
行
く
と
、
「
お
前
さ
ん
方
、

ま
あ
よ
く
来
る
の
お
」
と
笑
っ
て
い
た
友
人
で

し
た
が
、
今
に
な
り
よ
う
や
く
私
た
ち
の
ふ
る

さ
と
を
思
う
気
持
ち
が
痛
い
ほ
ど
分
か
る
よ
う

に
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
会
で
行
っ
て
い
る
「
上
野
の
花
見
会
」
も
年
々

参
加
者
が
増
え
、
若
い
人
た
ち
も
来
る
よ
う
に

な
り
、
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
6
月

8
日
に
は
代
々
木
公
園
で
「
森
林
の
市
」
が
開

催
さ
れ
、
出
か
け
て
き
ま
し
た
。
津
南
町
の
人

と
の
出
会
い
も
あ
り
、
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
懐
か

し
い
品
物
を
買
い
求
め
て
帰
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
見
な
が
ら
、
参
加

で
き
る
と
こ
ろ
に
○
印
を
付
け
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
参
加
し
て
い
な
い
イ
ベ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

っ
て
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
報
と

お
か
ま
ち
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
便
り
、

い
つ
も
心
待
ち
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
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糞好繕信濃州餅晒糖羅黙1距爵羅垂鍛曇燕灘’96

●かわいいチビッ子鼓笛隊による幕

開けです・　α（
　　8／10（土）　12：30～

の

●雄大な信濃川を眺めながら、信濃
川について考えましょうノ
　　8／10（土）

　　14：00～17：00

●信瀾Ilと雪に囲まれてビールを片手に

ロマンチックな夏の夜のひとときをノ

　　8／10仕）　18：00～　ジャズ＆ブルース
　　　11（日）　　18：00～　ロックンロール＆ブルース

●空から信濃川を眺めようノ
8／10（土）

　11（日）

　12（月）

13：00～16：00
10：00～16：00
10：00～12：00

●人気のあの車が信濃川に集結ノ

●十目町市進出企業連絡協議会によ

るPRブースコーナー
　　8／10（土〉　13：00～20：00
　　　11（日〉　10：00～20：00

●チビッ子たちに花火の無料サービス

8／10（土）　18：00～

　11（日）　18：00～
へも

1σ』
『　　　　一

●“キリンレモン”ストロー早飲み＆

かき氷の早食い大会です。

　o参加料　100円
　　8／11（日〉　14：00～

8／10（土）　13：00～17＝00

　11（日）　10：00～17：00

●豪快ノニジマス、コイのつかみどり

　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　8／10（土）　13：00～
　　　11（日）1邑i89禮蝿

　　　　　　　　　　　　4　　　1卜

●超光戦士「シャンゼリオン」登場ノ

●楽しさ舞い上がれノ

　　8／10（土）　13：00～

　　　1娼18i88π少

●難問、奇問に挑戦ノ

硲

●雪玉当てによる景品落とし

8／11（日）　10：00～12：00

　　　　13：00～15：00

8／11（日）　11：30～

　　　　15：30～ 8／11（日〉　12：30～

●焼き鳥・おでん・そば・焼きそば・タ

コ焼・ステーキ・さあ食べようノ

　　8／10（土）　13：00～21：00
　　　11（日）　10：00～21：00

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●

・ロ大型除雪ロータリー試乗会

　NR656
3ロスノーサロン（雪室）
●　ひんやりと冷えた雪室の中で一杯いかが？
　

●ロ木造住宅促進コーナー
3克雪住宅についての相談や木工体験コーナー3
●　もあります。　　　　　　　　　　　　　　●

3　ロ利雪・親雪企業による出展コーナー

●　融雪屋根システム、小型・中型除雪機、雪セ
●ンサーなど。
　

●ロミニゲレンデ
　

●　真夏のソリ遊び、etG…・…

3■雪上迷路
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●日キャンプサイトコーナーオープン　●
3期間中テントサイ随オゴンし・キャンプ3
●　ファイヤーなどアウトドアフイフを楽しむ・　●

3ロ信濃川イカダくだり　　　　　3
●　イカダ2隻を用意し、川くだりを楽しむ。　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3ロ親水ひろば　　　　　　　　　3
●　信濃川で君もカッパになれる？　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ロ砂露天サウナ　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●ロ信濃川に「大噴水』出現！　　　●
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

9
嫡
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大
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ト
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・

■
、
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妻
有
大
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　　　　　　　回

駐車場

オートキャンプ場
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山田真由美さん

（東小学校4年）

手
芸
と
算
数
を

　
　
　
　
　
が
ん
ば
り
ま
す

　
自
由
研
究
の
手
芸
と
苦
手
な
算
数
の
勉

強
を
が
ん
ば
り
ま
す
。
手
芸
は
大
好
き
な

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
、

好
き
に
な
り
ま
し
た
。
手
の
平
く
ら
い
の

大
き
さ
の
パ
ン
ダ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
る

予
定
で
す
。

　
算
数
は
計
算
が
ち
ょ
っ
と
苦
手
な
ん
で

す
。
だ
か
ら
、
4
け
た
の
数
を
3
け
た
の

数
で
割
る
計
算
と
、
3
け
た
か
け
る
3
け

た
の
か
け
算
の
問
題
を
、
1
日
2
回
5
問

ず
つ
解
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
毎
日
続
け

る
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
や
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　　　　まさる
水落　大くん
（飛渡第二小学校5年）

サ
ツ
カ
ー
の
シ
ュ
ー
ト
が

　
　
　
　
う
ま
く
な
り
た
い

　
ぼ
く
は
将
来
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
好
き
な
選
手
は
ジ

ュ
ビ
ロ
磐
田
の
武
田
選
手
で
す
。
将
来
の

夢
の
実
現
を
目
指
し
て
、
夏
休
み
は
シ
ュ

ー
ト
や
ド
リ
ブ
ル
の
練
習
を
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
し
ま
す
。
シ
ュ
ー
ト
が
ゴ
ー
ル

の
わ
く
に
入
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、

シ
ュ
ー
ト
練
習
を
中
心
に
し
ま
す
。
練
習

は
だ
い
た
い
ぼ
く
一
人
で
や
り
ま
す
が
、

友
達
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、
が
ん
ば

っ
て
シ
ュ
ー
ト
の
練
習
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

金澤佑紀さん
（水沢小学校6年）

陸
上
競
技
（
8
0
0
m
）
で

　
　
　
　
　
　
体
力
ア
ツ
ブ

　
今
年
の
夏
休
み
は
、
陸
上
部
な
の
で
枷

m
走
の
練
習
を
い
っ
ぱ
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
部
の
仲
問
と
一
緒
に
イ
ン
タ
ー
バ

ル
や
長
い
距
離
の
走
り
込
み
を
し
ま
す
。

陸
上
部
に
入
っ
た
の
は
、
体
力
を
つ
け
た

い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
今
は
走
る
の
が

と
っ
て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
8
月
2
5
日
に
小
千
谷
市
で
あ
る
ジ
ュ
ニ

ア
陸
上
大
会
の
出
場
に
向
け
て
が
ん
ば
り

ま
す
。
陸
上
の
ほ
か
は
、
友
達
と
学
校
の

プ
ー
ル
で
遊
び
ま
す
。
好
き
な
陸
上
を
通

し
て
体
力
ア
ッ
プ
を
図
る
の
が
夏
休
み
の

目
標
で
す
。

責
脊
桑
ジ
t
ワ
ー
グ
⑯

ひ鷺認鏡廓離協斑僕1邊
味はバイク。400ccの本田のスティードに乗っ

ています6最初はおっかなかったんですよ。

バイクの良いところは、一人で自由にどこへ

でも行けることです。一人だと気を使わなく

てもいいですしね。晴れた日はブラッと走ら

せるんですよ。夏休みのツーリングの計画は、

これといってありません。

△社で鉄筋工をしています。現場は柏崎市
コ翼のビルの工事現場が多いです。この会社

へ就職したのは、高校1年の夏休みにバイト

したのがきっかけです。社員も4人と少ない

ですが、家族的でなんでもしゃべれる雰囲気

の会社です。工事現場で働く人はおっかない

人が多いと思われがちですが、そんなことは

決してないですよ。

由春とは、仲間たちとバカなことを言いな
目がらワイワイと遊んでいられることかな。

　　　　　　　　　　　　こ※「好きなタイプは性格の良い娘」と話す田村さ

　んの紹介で、村山由貴子さんヘリレー。

　　　　〆　　　　サゆ　　　　ナデ　　　ぱしコトロ

δ　，！　ノ
ト　　翻野酒〆

＼」9貌

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

盈
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

　
　
　
し
ょ

東
京
の
衆
が
盆
泊
ま
り
に
来
た
ら

事
務
所
の
P
R
を
お
願
い
し
ま
す

　
い
よ
い
よ
夏
ら
し
い
日
ざ
し
に

な
り
ま
し
た
。
東
京
も
緑
は
少
な

く
な
い
の
で
す
が
、
何
と
い
っ
て

も
人
が
多
す
ぎ
ま
す
。
事
務
所
か

ら
1
0
分
程
度
の
所
に
あ
る
日
比
谷

公
園
も
、
木
陰
を
求
め
る
人
た
ち

で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
事
務
所
の

冷
房
は
た
い
へ
ん
良
く
効
き
ま
す

が
、
仕
事
は
事
務
所
の
外
で
と
、

ハ
ン
カ
チ
を
片
手
に
で
か
け
ま
す
。

　
霞
が
関
の
人
事
異
動
は
、
7
月

に
幹
部
中
心
の
も
の
が
あ
り
、
そ

ん
な
情
報
な
ど
を
収
集
し
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
省
庁
に
十
日
町

市
や
中
魚
沼
郡
内
町
村
、
松
代
町
、

松
之
山
町
の
出
身
者
が
い
て
、
つ

い
で
の
時
に
顔
を
出
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
地
元
の
懸
案
事
項
（
毎

年
陳
情
し
て
い
る
も
，
の
）
な
ど
に

つ
い
て
承
知
さ
れ
て
い
て
話
題
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
差
し

障
り
の
な
い
田
舎
の
話
に
な
る
こ

と
も
多
い
の
で
す
。
田
舎
に
帰
る

こ
と
は
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
大

な
り
小
な
り
田
舎
や
友
達
を
懐
か

し
く
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
2
0
0
5
年
委
員

会
の
提
言
の
中
に
は
、
交
流
の
推

進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
当
事
務
所
も

交
流
拠
点
と
し
て
の
性
格
も
あ
り
、

今
後
が
楽
し
み
で
す
。

　
少
し
前
の
こ
と
で
す
が
、
あ
る

雑
誌
に
十
日
町
と
い
う
文
字
を
見

つ
け
、
一
読
し
た
と
こ
ろ
、
松
之

山
町
が
気
に
入
っ
た
の
で
、
（
十
日

町
を
通
っ
て
）
1
0
数
年
来
絵
を
描

き
に
訪
れ
て
い
る
と
い
う
画
家
の

お
話
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

つ
い
最
近
の
こ
と
で
す
が
、
ひ
ょ

ん
な
こ
と
か
ら
、
事
務
所
に
お
い

で
に
な
っ
た
人
は
、
舞
台
芸
術
の

演
出
や
脚
本
を
お
書
き
に
な
る
人

で
す
が
、
縁
あ
っ
て
松
之
山
町
黒

倉
に
住
所
を
移
し
、
活
動
を
さ
れ

る
と
の
お
話
で
し
た
。

　
交
流
事
業
も
、
各
地
の
事
例
な

ど
を
見
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
や
夢
が

膨
ら
ん
で
い
き
ま
す
が
、
例
え
ば

地
域
間
の
交
流
と
い
っ
て
も
、
要
は

人
間
が
交
流
す
る
と
い
う
当
り
前

の
基
本
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
着
物

文
化
に
根
ざ
し
た
当
地
の
ノ
ゥ
ハ

ウ
で
、
経
済
交
流
も
大
切
な
交
流

の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

平成8年7月25日号9



相談コーナー

①定例行政相談　　　　8月9日働

②交通事故相談　　　　8月12日（月）

③巡回内職相談　　　　8月16日樹

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

⑤法律相談

　8月8日㈲　栃倉光弁護士
　8月22日㈱　倉重安雄弁護士

　午後1時30分
　会場：市役所市民相談室

　電話で市民課へ予約してください。

くらしに役立つ一一

ヲL4ホ，ガイド

　　留52－7111

ヲレホシサーじス

圃十日町市観光情報

　　　　　　57－0500
雷くらしのダイヤル

　　025ロ285騨7000

か
け
ま
せ
ん
か
お
も
ち
ゃ
図
書
館

メ
ツ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ

　
　
　
当
重
茜
独
唱
会

獲
日
時
H
8
月
8
日
㈲
午
後
7
時
開
演

（
6
時
3
0
分
開
場
）
笏
場
所
H
市
民
会
館

ホ
ー
ル
影
入
場
料
H
3
千
円
（
全
席
自
由
）

笏
プ
レ
イ
ガ
イ
ト
H
十
日
町
市
公
民
館
、

イ
ト
ー
楽
器
、
オ
ギ
ノ
楽
器
店
、
丸
五
楽

器
店
、
野
上
書
店
、
大
万
書
店
、
ブ
ッ
ク

ス
平
沢
、
魚
野
書
店
、
せ
き
書
店
纏
間
合

せ
H
C
・
A
・
R
企
画
（
盈
5
9
1
2
2
3
0
）

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

霧
日
時
H
8
月
1
日
㈲
午
前
9
時
～
11
時

30
分
霧
場
所
”
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
雛
問

合
せ
H
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉
係

ト
ル
ネ
ー
ド
野
茂
を

　
　
生
ん
だ
社
会
人
野
球

笏
日
時
目
8
月
3
日
ω
午
前
1
0
時
3
0
分
試

合
開
始
（
9
時
開
場
）
笏
場
所
H
笹
山
球

場
霧
入
場
料
H
無
料
霧
対
戦
H
N
T
T
信

越
（
長
野
市
）
鴨
伏
木
海
陸
運
送
（
高
岡

市
）
霧
問
合
せ
U
N
T
T
六
日
町
支
店
（
盈

0
2
5
7
1
7
0
1
9
0
3
1
）
霧
そ
の
他

H
雨
天
の
場
合
は
中
止

第
6
回
日
本
版
画
会

　
　
　
新
潟
県
支
部
展

　
日
本
版
画
協
会
、
国
画
会
等
と
並
び
、

日
本
の
版
画
界
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
版
画

会
の
県
支
部
展
で
す
。
出
品
者
は
、
鈴
木

周
之
輔
支
部
長
（
県
展
参
与
・
長
岡
市
）

佐
合
敦
氏
（
県
展
委
員
・
新
潟
市
）
を
初

め
と
す
る
県
展
の
入
賞
・
入
選
の
常
連
約

50
人
で
す
。
市
内
か
ら
も
重
野
桂
二
県
支

部
委
員
ら
5
人
が
出
品
。
ま
た
、
木
版
画

だ
け
で
な
く
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
、
銅

版
画
な
ど
広
い
技
法
に
も
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
霧
日
時
H
8
月
1
5
日
㈱
～
1
8

日
㈲
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
た
だ
し
、

最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）
雛
場
所
H
博

物
館
（
特
別
展
示
室
）
獲
入
場
料
H
無
料

笏
問
合
せ
H
斎
木
文
夫
（
情
報
館
建
設
準

備
室
盈
5
7
1
5
0
1
1
）

「群生」：石田朝美（新発田市）

講
．
繧

・騨慧

難暴譜

⑩
コ
ー
コ
ー

・
ほ
く
ほ
く
線
⑫

　
、
日
本
一
う
ま
い
ト
コ
ロ
テ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
頸
城
郡
大
島
村
）

　
今
回
の
ほ
く
ほ
く
線
の
旅
は
、
大
島
村
の
自
慢
の
味
覚
、
今
が
旬
の
ト

コ
ロ
テ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ほ
く
ほ
く
大
島
駅
か
ら
歩
い
て
3
分
の
保
倉
川
沿
い
に
看
板
を
出
す
の

が
「
日
本
一
う
ま
い
ト
コ
ロ
テ
ン
」
。
今
の
ご
主
人
は
4
代
目
で
、
百
年
か

ら
の
歴
史
を
誇
る
こ
の
店
の
ト
コ
ロ
テ
ン
は
、
ほ
く
ほ
く
線
の
夏
を
代
表

す
る
味
覚
で
す
。

　
こ
こ
の
ト
コ
ロ
テ
ン
は
、
吟
味
さ
れ
た
天
草
と
、
豊
富
に
わ
き
出
る
清

水
が
命
と
か
。
ピ
リ
ッ
と
効
く
辛
子
を
付
け
て
、
一
本
箸
で
食
べ
る
ト
コ

ロ
テ
ン
は
最
高
に
涼
を
呼
び
ま
す
。
箸
一
本
で
ツ
ル
ツ
ル
と
流
し
込
む
の

が
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
食
べ
方
で
す
。

　
「
お
客
さ
ん
の
8
割
は
村
外
者
で
す
」
と
話
す
の
は
、
同
店
の
武
江
秋

代
さ
ん
。
上
越
方
面
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
食
べ
に
来
る
人
も
多
く
、
お
盆
や
暑

い
夏
の
日
に
は
早
々
と
売
り
切
れ
に
な
る
日
も
多
い
と
か
。
外
回
り
を
担

当
す
る
勤
め
人
の
オ
ア
シ
ス
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
清
涼
感
の
あ
る
の
ど

ご
し
は
、
1
度
食
べ
た

ら
癖
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
夏
は
、
ト

コ
ロ
テ
ン
を
食
べ
に
大

島
村
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
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第
5
回
ゆ
か
た
で
お
い
で
よ

　
　
　
コ
モ
通
り
夏
ま
つ
り

霧
目
時
”
8
月
3
日
㈲
午
後
6
時
3
0
分
～

10
時
雛
場
所
目
高
田
町
1
丁
目
（
コ
モ
通

り
）
歩
行
者
天
国
霧
内
容
H
①
堀
内
美
和

シ
ョ
ー
（
B
M
G
ビ
ク
タ
ー
）
②
カ
ラ
オ

ケ
の
ど
自
慢
、
ダ
ン
シ
ン
グ
シ
ョ
ー
③
各

種
模
擬
店
、
抽
選
会
④
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
（
参
加
者
募
集
中
）
霧
問
合
せ
H
ヤ
ナ

シ
ョ
ウ
（
盈
5
7
1
2
4
4
0
）
一
川
酒
店

（
暦
52
f
2
1
9
6
）

◆
第
3
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
加
入
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
配
偶

者
は
第
3
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

保
険
料
は
、
制
度
全
体
で
負
担
す
る
の
で

自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
認
定
さ
れ
る
に
は
市
役
所
年
金
係

に
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届
出

を
し
な
い
で
2
年
間
が
経
過
す
る
と
未
納

期
問
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
「
特
例
届
出
」
で
年
金
ア
ッ
プ
　
こ
の

よ
う
な
「
第
3
号
被
保
険
者
の
未
届
期
間
」

の
あ
る
人
に
対
し
て
特
例
措
置
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
平
成
7
年
4
月
か
ら
9
年
3

月
ま
で
に
「
特
倒
届
出
」
を
す
れ
ば
、
過

去
の
第
3
号
被
保
険
者
の
未
届
期
間
は
す

べ
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
し
て
扱
わ

れ
ま
す
。
笏
問
合
せ
H
市
民
課
年
金
係

◆
8
月
9
日
㈹
は
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払

日
　
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
8
月
9

日
働
か
ら
市
内
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
。

先
般
、
受
給
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
り
し

た
「
老
齢
福
祉
年
金
証
書
」
を
各
郵
便
局

で
お
渡
し
し
ま
す
。
印
鑑
と
保
管
証
（
黄

色
）
を
持
参
し
て
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
で
も
結
構
で
す
。
お
金
を
受
け
取

っ
た
ら
年
金
証
書
は
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
の
と
き
に
本
人
、
配
偶
者
、
扶

養
義
務
者
の
所
得
等
に
関
す
る
届
け
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
福
祉
年
金
定
時
申
立
）

用
紙
は
8
月
1
日
こ
ろ
本
人
宛
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
都
合
の
つ
か
な
い
人
は
1
2
日
～
1
9
日

の
間
に
市
民
課
年
金
係
の
窓
口
で
お
渡
し

し
ま
す
の
で
、
早
目
に
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
。
笏
問
合
せ
H
市
民
課
年
金
係

◆
定
例
社
会
保
険
相
談
所
開
設
　
傷
日
時

H
毎
月
1
2
日
と
2
5
日
（
た
だ
し
、
8
月
は

9
日
と
2
3
日
）
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
笏

場
所
H
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
※
当

日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
の
と
き
は
翌

日
に
変
更
笏
問
合
せ
H
市
民
課
年
金
係

◆
下
水
道
新
座
処
理
分
区
の
一
部
供
用
開

始
　
平
成
6
年
か
ら
工
事
を
進
め
て
き
た

新
座
処
理
分
区
の
う
ち
、
国
道
m
号
線
よ

り
西
側
の
地
区
で
、
下
水
道
本
管
工
事
が

完
了
し
て
い
る
所
で
は
、
9
月
か
ら
下
水

道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
本
管
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
そ
の
他

の
工
事
地
区
で
は
、
平
成
9
年
4
月
以
降

に
使
用
で
き
る
予
定
で
す
。
家
屋
等
の
改

築
、
新
築
工
事
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、

工
事
に
着
手
す
る
前
に
下
水
道
課
（
下
水

処
理
セ
ン
タ
ー
内
智
5
2
1
7
4
4
1
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
排
水
設
備
等
指
定
工
事
業
者
の
新
規
登

録
・
登
録
更
新
申
請
の
受
付
　
平
成
5
年

に
登
録
・
更
新
さ
れ
た
指
定
工
事
店
は
、
9

月
3
0
日
㈲
に
登
録
期
間
が
満
了
と
な
り
ま

す
の
で
登
録
・
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
新
た
に
指
定
工
事
店
と

し
て
登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
の
申
請
も
受

け
付
け
ま
す
。
⑫
受
付
期
間
0
8
月
1
9
日

㈲
～
3
0
日
働
⑫
指
定
期
問
H
平
成
8
年
1
0

月
1
日
～
平
成
1
1
年
9
月
3
0
日
（
3
年
問
）

籔
登
録
手
数
料
H
3
千
円
（
申
請
時
に
納

入
）
⑫
提
出
書
類
H
①
指
定
更
新
登
録
申

請
書
②
市
税
納
税
証
明
書
③
過
去
3
年
間

の
工
事
経
歴
書
④
従
業
員
名
簿
⑤
誓
約
書

※
新
規
登
録
業
者
に
つ
い
て
は
、
別
途
指

定
済
み
の
書
類
⑫
問
合
せ
H
下
水
道
課

◆
第
1
4
回
ふ
る
さ
と
の
お
み
や
げ
ま
つ
り

笏
日
時
H
8
月
1
3
日
㈹
～
1
6
日
働
午
前
9

時
～
午
後
6
時
（
た
だ
し
、
1
3
日
は
午
後

5
時
ま
で
）
⑫
場
所
目
ク
ロ
ス
ー
0
纏
内
容

H
地
場
産
品
の
展
示
・
販
売
、
特
選
き
も

の
掘
り
出
し
市
ほ
か
穆
問
合
せ
H
ク
ロ
ス

ー0

（
智
5
7
1
2
3
2
3
）
※
ク
ロ
ス
ー
0
で

は
、
物
産
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
ま
し
た
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
食
中
毒
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
　
例
年
7

月
～
9
月
に
か
け
て
は
食
中
毒
の
多
発
す

る
時
期
で
す
。
全
国
的
に
は
給
食
施
設
等

に
お
い
て
病
原
大
腸
菌
O
（
オ
ー
）
1
5

7
に
よ
る
食
中
毒
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
調
理
な
ど
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
特
に
こ
ん
な
こ
と
に
注
意
を
〉
①
調
理

の
前
や
生
肉
・
生
魚
を
扱
っ
た
後
な
ど
は

手
を
洗
う
。
②
冷
蔵
庫
の
性
能
に
も
限
界

が
あ
り
ま
す
。
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
場
所
を
決
め
、
食
品
ご

と
の
間
隔
を
お
い
て
収
納
す
る
。
他
の
食

⑫

社
会
福
祉

　
　
　
普
及
校
の
1
年

◆
社
会
福
祉
普
及
校
と
は
…

　
社
会
福
祉
普
及
校
は
、
平
成
2

年
度
か
ら
小
・
中
学
校
を
対
象
に

『
「
福
祉
っ
て
何
だ
ろ
う
」
と
い
う

理
解
を
深
め
る
た
め
に
始
ま
り
ま

し
た
。
2
年
問
を
指
定
期
間
に
、

各
学
校
の
特
徴
や
地
域
性
を
生
か

し
な
が
ら
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
年
度
は
市
内
2
4
校
を
指

定
し
て
い
ま
す
。

◆
各
学
校
の
取
り
組
み

　
各
学
校
で
は
1
年
間
の
事
業
計

画
を
も
と
に
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

主
な
活
動
で
は
、
地
域
内
の
清
掃

活
動
、
あ
い
さ
つ
運
動
、
地
域
の

老
人
会
と
の
交
流
、
施
設
訪
問
等

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
昨
年
の
活
動

で
は
、
地
域
の
お
年
寄
り
を
文
化

祭
や
運
動
会
に
招
待
し
、
交
流
を

図
っ
た
り
、
地
域
の
人
と
協
力
し
、

空
き
缶
回
収
を
行
い
、
収
益
金
で

車
い
す
を
購
入
し
施
設
へ
寄
贈
す

る
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
学

校
か
ら
一
歩
外
に
出
る
こ
と
に
よ

り
発
見
で
き
る
こ
と
、
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
る
人
た
ち
の
中
で
、

自
分
は
何
が
で
き
る
の
か
を
見
つ

け
て
体
験
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

◆
こ
れ
か
ら
の
福
祉
に
向
け
て

　
　
「
福
祉
と
は
地
域
を
愛
す
る
こ

と
。
み
ん
な
が
仲
良
く
助
け
合
い
、

明
る
く
楽
し
い
地
域
や
学
校
に
す

る
こ
と
。
小
学
生
が
で
き
る
こ
と

は
、
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
。

人
が
喜
ぶ
こ
と
を
す
る
。
あ
い
さ

つ
を
す
る
」
こ
ん
な
こ
と
が
小
学

校
で
の
福
祉
学
習
会
で
話
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

小
学
生
に
限
ら
ず
誰
に
で
も
言
え

る
こ
と
な
の
で
す
。
で
き
て
当
た

り
前
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
や
っ

て
い
な
い
こ
と
、
忘
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

◆
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
よ
っ
て

　
普
及
校
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
多
く
の
子
供
た
ち
が

「
自
分
の
こ
と
」
以
外
に
目
を
向

け
、
社
会
の
中
で
様
々
な
人
た
ち

と
触
れ
合
い
、
考
え
、
多
く
の
こ

と
を
吸
収
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
が
学
校
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
皆
さ
ん
、
施
設
の
皆
さ
ん

な
ど
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
支
え

ら
れ
、
協
力
し
合
い
、
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
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品
が
汚
染
し
た
り
、
さ
せ
た
り
し
な
い
よ

う
ふ
た
を
し
た
り
、
ラ
ッ
プ
で
包
む
。
③

ま
な
板
、
包
丁
な
ど
は
よ
く
洗
い
、
乾
燥
、

で
き
れ
は
漂
白
殺
菌
す
る
。
ふ
き
ん
は
必

ず
消
毒
、
乾
燥
す
る
。
生
も
の
と
野
菜
の

調
理
は
別
々
の
ま
な
板
を
使
う
。
④
菌
は

10
℃
～
6
0
℃
前
後
の
温
度
で
良
く
増
え
ま

す
。
食
品
の
加
熱
は
中
心
の
温
度
が
7
5
℃

1
分
以
上
で
調
理
す
る
。
冷
凍
食
品
は
、

中
心
部
ま
で
十
分
加
熱
さ
れ
る
よ
う
冷
蔵

庫
内
で
解
凍
し
調
理
す
る
。
⑤
会
席
料
理

の
持
ち
帰
り
は
で
き
る
だ
け
さ
け
る
。
仕

出
し
料
理
は
食
べ
る
時
問
を
告
げ
て
注
文

す
る
。
調
理
し
た
食
品
は
で
き
る
だ
け
早

く
食
べ
る
。

◆
不
法
投
棄
防
止
ネ
ッ
ト
を
設
置
市
で

は
不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め
、
定
期
的

に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現

在
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
場
所
が
数
か
所

確
認
さ
れ
て
お
り
、
最
初
の
試
み
と
し
て

7
月
1
2
日
、
主
要
地
方
道
十
日
町
塩
沢
線

の
塩
ノ
又
地
内
に
、
高
さ
2
m
、
長
さ
2
4

m
の
不
法
投
棄
防
止
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
建
築
廃
材
や
家
電
製
品
な
ど
が
山
間
地

の
沢
な
ど
に
捨
て
ら
れ
、
美
観
や
自
然
環

境
の
保
全
を
損
な
っ
て
い
ま
す
。
良
好
な

環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
看
護
婦
（
パ
ー
ト
）

募
集
　
勿
職
種
H
看
護
婦
及
び
准
看
護
婦

笏
資
格
0
5
5
歳
未
満
の
人
笏
採
用
予
定
人

員
H
5
人
笏
採
用
時
期
H
9
月
以
降
霧
職

務
内
容
H
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

健
康
観
察
と
入
浴
介
助
勿
報
酬
H
時
給
“

1
、
3
9
0
円
笏
申
込
み
H
8
月
1
5
日
㈲

ま
で
に
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
市

役
所
内
）
※
選
考
方
法
、
履
歴
書
提
出
、

面
接
、
選
考
日
は
申
込
者
に
別
途
通
知

◆
8
年
度
海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
保
安

学
校
学
生
募
集
　
笏
受
付
期
問
H
①
学
校

学
生
”
8
月
1
9
日
㈲
～
9
月
2
日
㈲
②
大

学
校
学
生
”
8
月
2
9
日
㈱
～
9
月
1
0
日
㈹

笏
採
用
予
定
u
①
学
校
学
生
”
船
舶
運
航

シ
ス
テ
ム
課
程
約
8
5
人
、
情
報
シ
ス
テ
ム

課
程
約
5
0
人
、
海
洋
科
学
課
程
約
1
5
人
②

大
学
校
生
約
5
0
人
物
受
験
資
格
”
昭
和
4
8

年
4
月
2
日
（
大
学
校
生
は
昭
和
51
年
4

月
2
日
）
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
次
に
掲

げ
る
人
①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
及
び

平
成
9
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

②
高
等
専
門
学
校
の
第
3
学
年
の
課
程
を

修
了
し
た
人
及
び
平
成
9
年
3
月
ま
で
に

高
等
専
門
学
校
の
第
3
学
年
の
課
程
を
修

了
す
る
見
込
み
の
人
③
そ
の
他
大
学
入
学

資
格
検
定
に
合
格
し
た
人
等
、
人
事
院
が

①
に
掲
げ
る
人
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
人
笏
試
験
日
H
①
学
校
学
生
H
第

1
次
試
験
9
月
2
9
日
㈲
、
第
2
次
試
験
1
0

月
2
4
日
㈲
、
2
5
日
働
②
大
学
校
学
生
H
第

－
次
試
験
n
月
2
日
ω
、
3
日
㈲
、
第
2

次
試
験
平
成
9
年
1
月
8
日
㈱
笏
試
験
地

H
①
第
1
次
試
験
“
新
潟
市
ほ
か
全
国
3
3

か
所
②
第
2
次
試
験
”
新
潟
市
ほ
か
全
国

11

か
所
笏
身
分
及
び
給
与
H
入
校
と
同
時

に
国
家
公
務
員
と
な
り
、
在
学
中
は
月
額

約
1
4
万
円
程
度
の
給
与
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

笏
問
合
せ
H
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
総

務
部
人
事
課
（
〒
蜘
新
潟
市
万
代
2
1
2

1
1
智
晒
－
脳
1
4
1
5
1
内
線
幽
）

◆
8
年
度
就
学
猶
予
・
免
除
者
の
中
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
　
こ
の
認
定
試
験

は
、
病
気
な
ど
の
た
め
に
義
務
教
育
を
受

け
る
こ
と
が
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
、
中

学
校
の
卒
業
資
格
を
持
た
な
い
人
に
対
し
、

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う

か
認
定
す
る
た
め
、
国
が
行
う
試
験
で
す
。

合
格
す
る
と
高
等
学
校
入
学
試
験
の
受
験

資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
笏
資
格
H
①
現
在

就
学
猶
予
・
免
除
を
受
け
て
い
る
人
ま
た

は
受
け
て
い
た
人
で
、
平
成
9
年
3
月
31

日
ま
で
に
満
1
5
歳
以
上
に
な
る
人
②
就
学

猶
予
・
免
除
を
受
け
て
い
な
い
が
、
義
務

教
育
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

人
（
平
成
9
年
3
月
31
日
現
在
1
6
歳
以
上

に
な
る
人
）
で
、
猶
予
・
免
除
を
受
け
る

の
と
同
等
の
理
由
が
あ
っ
た
と
文
部
大
臣

が
認
め
る
人
笏
願
書
受
付
期
問
1
1
8
月
5

日
㈲
～
9
月
4
日
㈱
ま
で
に
県
教
育
委
員

会
高
等
学
校
教
育
課
笏
問
合
せ
目
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課

◆
信
濃
川
の
増
水
に
注
意
　
本
格
的
な
夏

を
迎
え
、
水
に
よ
る
事
故
が
多
く
な
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
J
R
信
濃
川
発
電
所

で
は
、
河
川
に
お
け
る
水
難
事
故
防
止
の

た
め
、
宮
中
取
水
ダ
ム
か
ら
小
千
谷
市
千

谷
島
ま
で
の
信
濃
川
沿
岸
に
ダ
ム
放
流
警

報
用
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
ダ
ム
水
を
放
流
す
る
と
き
は

警
報
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
退
避
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ

ー
に
気
づ
か
な
く
て
も
増
水
し
て
き
た
ら

急
い
で
退
避
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
特
に
こ
ん
な
時
は

▼
台
風
な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
河
川
が

増
水
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
時

▼
発
電
所
の
設
備
が
故
障
し
、
調
整
池
の

余
水
路
か
ら
放
流
す
る
時

　
子
供
た
ち
だ
け
の
川
遊
び
は
危
険
で
す
。

見
か
け
た
ら
注
意
し
て
、
子
供
を
水
の
事

故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
「
契
約
」
は
慎
重
に
！
　
最
近
、
訪
問

販
売
に
よ
る
セ
ー
ル
ス
や
建
物
・
家
屋
の

修
繕
の
勧
誘
に
お
け
る
契
約
に
つ
い
て
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
い
っ
た
ん
売
買
契
約
が
成
立
す
る
と
商

品
や
労
働
力
の
引
き
渡
し
義
務
と
代
金
の

支
払
い
義
務
が
発
生
し
、
勝
手
に
約
束
を

破
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
後
の
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
契
約
の
際
は
、

契
約
内
容
、
商
品
の
詳
細
、
設
計
図
、
施

工
内
容
等
を
き
ち
ん
と
確
認
し
て
か
ら
契

約
を
交
わ
し
ま
し
ょ
う
。

◆
1
1
7
号
清
津
大
橋
供
用
開
始
　
8
月

8
日
㈲
午
後
1
時
～
、
一
般
国
道
1
1
7

号
清
津
大
橋
（
橋
長
5
1
9
m
）
を
含
む

偲
㎞
が
供
用
開
始
さ
れ
ま
す
。
笏
開
通
式

”
①
日
時
“
8
月
8
日
㈲
午
前
1
0
時
3
0
分

～
②
場
所
H
津
南
町
下
船
渡
地
先
笏
問
合

せ
H
長
岡
国
道
事
務
所
（
費
0
2
5
8
1

36
1
4
5
5
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
ち

◆
限
り
な
い
人
と
の
出
会
い
つ
な
ぐ
道
路

～
8
月
は
「
道
路
を
ま
も
る
月
問
」
・
8
月

香
港
の
魅
カ
ー

　
　
　
版
画
創
作
展

　
十
日
町
・
香
港
文
化
交
流
鮪
実
行
委
員

会
で
は
、
香
港
版
画
協
会
会
員
麺
人
の
作

品
を
集
め
た
会
員
展
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
開
催
期
間
中
、
日
本
版
画
会
新
潟
県

支
部
十
日
町
市
巡
回
展
（
関
連
記
事
1
◎
ぺ

ー
ジ
）
、
香
港
・
十
日
町
文
化
交
流
会
を
同

時
開
催
し
ま
す
。

〈
香
港
版
画
協
会
会
員
展
V

■
日
時
　
8
月
お
日
㈱
艦
爲
日
㈱
午
前
萄

　
時
～
午
後
6
時
（
た
だ
し
、
欝
田
は
午

　
後
1
時
オ
ー
プ
ン
、
最
終
日
は
午
後
4

時
ま
で
）

ロ
場
所
　
ク
ロ
ス
m
　
3
階
（
レ
セ
プ
シ

　
ョ
ン
ホ
ー
ル
）

・
入
場
料
無
料

〈
香
港
・
十
日
町
文
化
交
流
会
〉

■
日
時
　
8
月
葺
日
㈹
午
後
6
時
～

日
場
所
　
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町

■
会
費
　
5
千
円

日
間
合
せ
　
十
日
町
・
香
港
文
化
交
流
麗

　
実
行
委
員
会
事
務
局
・
尾
身
伝
吉
（
健

　
訂
ー
0
3
1
6
）
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10

日
は
「
道
の
日
」
で
す
5

　
〈
市
道
の
異
常
を
発
見
し
た
ら
〉
路
面
の

陥
没
や
交
通
安
全
施
設
の
損
壊
を
発
見
し

た
ら
左
記
①
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
〈
道
路
占
用
、
承
認
工
事
の
申
請
〉
市
道

側
溝
へ
の
排
水
管
の
接
続
、
建
築
作
業
車

の
路
上
設
置
等
を
す
る
場
合
は
道
路
占
用

申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
車
両
乗
入
れ

の
た
め
の
歩
道
切
り
下
げ
や
道
路
法
部
の

埋
め
立
て
、
切
り
土
等
を
す
る
場
合
は
、

承
認
工
事
申
請
が
必
要
で
す
。
事
前
に
左

記
②
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
〈
不
法
占
用

を
発
見
し
た
ら
〉
不
法
占
用
は
、
交
通
安

全
上
や
景
観
上
か
ら
も
好
ま
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
支
障
と
な
る
不
法
占
用
を
発
見
し

た
ら
左
記
②
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
〈
境

界
確
認
に
つ
い
て
〉
所
有
地
と
市
道
と
の

境
界
が
不
明
確
で
お
困
り
の
と
き
は
左
記

②
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
笏
問
合
せ
H

建
設
課
①
克
雪
・
維
持
係
②
監
理
係

◆
8
月
1
日
5
7
日
は
水
の
週
問
で
す

　
水
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

貴
重
な
財
産
で
す
。
毎
年
こ
の
時
期
は
水

の
消
費
量
が
多
く
な
り
ま
す
。
水
は
有
限

の
財
産
。
節
水
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
8
月
1
日
～
7
日
は
観
光
週
問
で
す
。

　
観
光
は
私
た
ち
に
安
ら
ぎ
と
潤
い
を
与

え
、
心
を
元
気
づ
け
て
く
れ
ま
す
。
“
ゆ
と

り
と
マ
ナ
ー
で
楽
し
い
旅
”
を
。
観
光
資

源
を
大
切
に
守
り
育
て
ま
し
ょ
う
。

◆
「
ほ
っ
と
ウ
ィ
ー
ク
」
連
続
休
暇
で
夏

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
　
夏
は
一
年
の
折
り
返
し

点
で
す
。
仕
事
で
た
ま
っ
た
疲
れ
や
ス
ト

レ
ス
を
秋
に
持
ち
越
さ
な
い
た
め
に
、
ま

た
家
族
と
の
触
れ
合
い
や
自
己
啓
発
な
ど
、

個
人
の
時
問
を
有
意
義
に
過
ご
す
た
め
に

も
夏
期
の
連
続
休
暇
H
「
ほ
っ
と
W
E
E

K
」
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

◆
8
月
1
日
新
潟
県
女
性
セ
ン
タ
ー
オ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
　
ひ
と

プ
ン
　
女
性
セ
ン
タ
ー
は
女
と
男
が
共
に

参
加
し
、
共
に
つ
く
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
た
創
造
と
発
見
の
場
で
す
。
ま
た
、

民
間
の
女
性
団
体
等
の
活
動
を
支
援
し
、

問
題
解
決
と
女
性
に
関
す
る
情
報
の
提
供

や
交
流
、
研
修
等
を
行
う
拠
点
で
す
。
笏

オ
ー
プ
一
一
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
H
8
月
4
日
㈲

～
6
日
㈹
笏
問
合
せ
月
働
新
潟
県
女
性
財

団
（
費
伽
ー
獅
i
6
6
1
0
）

◆
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
〃
　
こ
の
制
度
は
、
全
国
ど
こ
の
建

設
現
場
で
働
い
て
も
事
業
所
に
雇
用
さ
れ

た
期
問
を
通
算
し
て
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
建
設
労
働
者
の
た
め
の
退
職
金
制

度
で
す
。
笏
問
合
せ
H
建
退
共
新
潟
支
部

（
智
幡
ー
獅
ー
7
1
1
7
）

加
し
ま
せ
ん
か

に
い
が
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
h
南
越
後

　
こ
の
夏
、
あ
な
た
も
話
題
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
笏
日

時
H
8
月
3
日
ω
午
後
1
時
～
9
時
、
4

日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
霧
場
所
H
ク

ロ
ス
ー
0
（
大
ホ
ー
ル
）
霧
内
容
H
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
（
実

演
）
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
（
講
座
）
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
、
マ
ル
チ
メ
デ

イ
ア
機
器
展
示
ほ
か
霧
問
合
せ
H
に
い
が

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
●
m

南
越
後
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
企

画
人
事
課
企
画
室
）

船
さ
わ
や
か
新
潟
県

　
一
輪
車
大
会
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
新
潟
県
妻
有
一
輪
車
協
会
で
は
、
8
月

18
日
㈲
、
市
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
る
「
9
6

さ
わ
や
か
新
潟
県
一
輪
車
大
会
」
の
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
雛
対
象
H
特
に
制

限
な
し
霧
内
容
”
大
会
の
準
備
及
び
当
日

の
運
営
雛
問
合
せ
H
新
潟
県
妻
有
一
輪
車

協
会
事
務
局
南
雲
（
㈱
大
野
屋
重
機
建
設

内
費
5
7
1
0
7
0
0
）

十
日
町
お
お
ま
つ
り

～
明
石
万
灯
・
市
民
大
民
謡
流
し

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
～

霧
日
時
H
8
月
2
5
日
㈲
午
後
7
時
～
9
時

霧
場
所
H
本
町
1
～
6
、
高
田
町
1
～
2
、

駅
通
り
纏
申
込
み
日
8
月
1
9
日
㈲
ま
で
に
，

参
加
申
込
書
（
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

十
日
町
商
工
会
議
所
（
本
町
3
盈
5
7
－
5

1
1
1
）
ま
た
は
十
日
町
市
観
光
協
会
（
智

57
－
3
3
4
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い

※
織
物
会
館
（
西
寺
町
）
1
階
入
口
の
彩

じ
　
き

時
季
の
間
で
、
「
十
日
町
お
お
ま
つ
り
写
真

展
」
を
7
月
2
5
日
～
8
月
2
8
日
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
9
年
度
皇
居

勤
労
奉
仕
団
参
加
者
募
集

霧
日
時
H
平
成
9
年
6
月
下
旬
予
定
霧
募

集
人
員
H
4
5
人
（
先
着
順
）
霧
申
込
み
”

小
林
由
直
（
智
5
7
1
5
3
9
2
）
、
村
山
正

弘
（
智
5
5
1
2
3
L
2
）
、
柳
善
治
（
智
52

i
4
6
0
8
）
※
す
で
に
募
集
人
員
の
約

半
数
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込

み
は
お
早
目
に
。

初
級
「
中
国
語
入
門
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

霧
日
時
H
9
月
7
日
㈹
～
1
2
月
1
4
日
ω
ま

で
の
1
0
月
2
6
日
ω
と
H
月
2
日
d
ゆ
を
除
く

全
土
曜
日
雛
場
所
H
川
治
地
区
公
民
館
及

び
長
岡
短
期
大
学
雛
対
象
者
”
中
魚
沼

郡
・
十
日
町
市
管
内
に
在
住
の
人
雛
参
加

費
H
3
千
5
百
円
（
資
料
代
）
雛
募
集
人

員
H
3
5
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
霧
申

込
み
日
8
月
1
5
日
㈱
ま
で
に
川
治
地
区
公

民
館
（
智
52
－
2
2
2
3
）

3
級
陸
上
特
殊

　
　
無
線
技
師
養
成
講
座

霧
日
時
”
9
月
1
0
日
㈹
午
前
9
時
～
午
後

6
時
3
0
分
雛
場
所
H
魚
沼
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
（
六
日
町
）
霧
受
講
料
H
2
万

2
千
5
百
円
笏
定
員
”
4
0
人
（
先
着
順
）

赤
倉
子
供
神
楽
と
ジ
ャ
ゴ
イ
・

　
　
　
ナ
チ
ョ
ム
舞
踊
団
公
演

　
今
回
来
日
す
る
ジ
ャ
ゴ
イ
・
ナ
チ
ョ
ム

舞
踊
団
は
、
昨
年
来
日
し
た
人
た
ち
も
含

め
、
イ
ン
ド
で
も
最
高
レ
ベ
ル
の
舞
踊
団

で
す
。

　
ま
た
、
国
際
理
解
教
育
の
一
環
と
し
て

マ
ニ
プ
リ
舞
踊
団
と
交
流
を
も
っ
て
い
た

赤
倉
小
学
校
の
児
童
9
人
の
「
イ
ン
ド
に

行
き
た
い
」
と
い
う
希
望
を
か
な
え
る
た

め
、
子
供
神
楽
を
合
わ
せ
て
上
演
し
、
収

益
金
の
一
部
を
、
子
供
た
ち
の
渡
航
費
用

に
あ
て
る
予
定
で
す
。

口
日
時
　
8
月
盟
日
㈱
午
後
6
時
3
0
分
～

口
場
所
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

ロ
入
場
料
　
大
人
榊
2
千
円
、
中
・
高
・

　
大
学
生
樋
千
円
、
小
学
生
以
下
一
無
料

ロ
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
　
市
内
各
公
民
館
（
六

箇
地
区
公
民
館
除
く
）
、
丸
久
紙
店
、
田

倉
㈱
、
イ
ト
ー
楽
器
、
十
日
町
タ
イ
ム

　
ス
社
、
ペ
ペ
ロ
ッ
ソ
、
ピ
ー
タ
ー
パ
ン

ロ
聞
合
せ
　
マ
ニ
プ
リ
舞
踊
十
日
町
公
演

実
行
委
員
会
事
務
局
・
滝
沢
紀
春
（
奮

駝
1
3
7
0
8
）
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会場 期　　日 開催場駈 定　員

新
潟
1

8月27日（火〉・28日㈱・

29日休》

　日
一本無
市
薪
東
潟
大
ビ
通
ル
早
千
坦

一般
　75人
高校生
　25人

新
潟
巫

10月2日㈱・3日休）・

4日㈹
一般
100人

新
潟
蟹

平成9年2月3日（月）・

4日（シリ・5日㈱
一般
100人

籔
申
込
み
H
8
月
2
7
日
㈹
ま
で
に
魚
沼
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
盈
0
2
5
7
1

72
1
4
5
5
4
）

玉
掛
技
能
講
習
会

雛
日
時
“
9
月
1
8
日
㈱
～
2
0
日
働
午
前
8

時
3
0
分
～
午
後
5
時
霧
場
所
“
魚
沼
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
六
日
町
）
獲
受
講

資
格
H
つ
り
上
げ
荷
重
ー
ト
ン
以
上
の
ク
レ

ー
ン
等
の
玉
掛
補
助
作
業
に
6
か
月
以
上

従
事
し
た
経
験
の
あ
る
人
簸
受
講
料
“
1

万
3
千
4
百
円
雛
定
員
H
㎜
人
（
先
着
順
）

籔
申
込
み
H
9
月
4
日
㈱
ま
で
に
魚
沼
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
会

　
「
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
師
」
の
受
験
資
格

取
得
の
た
め
の
講
習
会
で
す
。

雛
日
時
・
会
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
端
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
締

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
炊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塒
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刈
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塒
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
乞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
厳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
賄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
．
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐

霧
受
講
料
H
1
万
5
百
円
（
申
込
後
の
取

消
は
返
金
し
ま
せ
ん
）
務
申
込
み
H
申
込

書
に
受
講
料
（
現
金
ま
た
は
郵
便
小
為
替
）

を
添
え
、
㈹
日
本
ボ
イ
ラ
ー
協
会
新
潟
支

部
（
〒
蜘
新
潟
市
東
万
代
町
1
－
3
0
新
潟

東
万
代
ビ
ル
2
階
盈
幡
ー
踊
ー
7
5
3

5
）
へ
持
参
か
郵
送
で

ス
ポ
ー
ツ

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
8
月
21
日
㈱
～
9
月
2
2
日
㈲
ま
で
の
ー

か
月
問
陸
上
競
技
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
〉

　
こ
れ
は
、
今
年
度
陸
上
競
技
場
が
第
2

種
公
認
検
定
を
受
け
る
た
め
の
改
修
工
事

を
行
う
た
め
で
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〈
十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催
の
盆

踊
り
会
〉
　
獲
日
時
H
8
月
7
日
㈱
午
後

1
時
3
0
分
～
4
時
霧
場
所
”
市
民
体
育
館

霧
対
象
“
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
獺

参
加
費
H
無
料
霧
内
容
H
十
日
町
小
唄
、

深
雪
甚
句
、
佐
渡
お
け
さ
、
相
川
音
頭
ほ

か
綴
申
込
み
“
当
日
市
民
体
育
館
で

◆
無
料
健
康
相
談
　
十
日
町
市
・
中
魚
沼

郡
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
5
0
人

未
満
の
小
規
模
事
業
所
に
働
く
労
働
者
の

保
健
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
健

康
相
談
、
保
健
指
導
な
ど
を
無
料
で
行
い

ま
す
。
笏
事
業
内
容
1
1
①
無
料
健
康
相
談

”
8
月
～
平
成
9
年
3
月
ま
で
の
毎
月
第

1
木
曜
日
午
前
1
0
時
～
n
時
3
0
分
（
保
健

セ
ン
タ
ー
）
②
無
料
個
別
訪
問
保
健
指
導

“
原
則
と
し
て
、
労
働
者
数
5
0
人
未
満
の

事
業
所
で
希
望
す
る
と
こ
ろ
③
産
業
保
健

情
報
の
提
供
“
産
業
医
名
簿
、
労
働
衛
生

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
名
簿
、
そ
の
他
産
業
保

健
情
報
の
提
供
籔
問
合
せ
“
十
日
町
市
・

中
魚
沼
郡
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市

保
健
セ
ン
タ
ー
内
智
52
－
5
9
8
0
）

◆
ダ
ニ
検
査
に
よ
る
居
住
環
境
相
談

⑫
日
時
”
8
月
2
0
日
㈹
・
2
7
日
㈹
午
前
8

時
～
1
1
時
⑫
場
所
口
十
日
町
保
健
所
の
そ

の
他
H
電
話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
●
問

合
せ
一
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7
1
2
4
0

0
）◆
乳
が
ん
検
診
の
日
程
変
更

　
平
成
8
年
度
保
健
衛
生
事
業
の
日
程
表

に
掲
載
し
て
あ
る
乳
が
ん
検
診
の
8
月
2
7

日
㈹
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は
1
2
月
1
9
日
㈱
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

◆
風
し
ん
の
予
防
接
種

　
幼
児
期
に
接
種
も
れ
の
人
は
、
平
成
1
1

年
度
ま
で
は
小
学
校
1
年
時
に
接
種
で
き

ま
す
。
接
種
に
は
事
前
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
纏
該
当
す
る
子
H
平
成
2
年
4

月
2
日
～
4
年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ

た
幼
児
で
、
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た

か
、
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

な
子
※
必
ず
麻
し
ん
の
後
に
接
種
し
ま
す

⑫
受
け
ら
れ
な
い
子
H
1
年
以
内
に
け
い

れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
。
1
か

月
以
内
に
生
ワ
ク
チ
ン
（
麻
し
ん
な
ど
）

を
受
け
た
子
⑫
受
付
期
間
“
8
月
2
6
日
㈲

～
3
0
日
働
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
⑫

接
種
日
H
9
月
2
4
日
㈹
～
2
7
日
樹
の
間
で

指
定
さ
れ
た
日
傷
申
込
み
H
母
子
健
康
手

帳
と
印
鑑
を
持
参
し
、
保
健
衛
生
課
保
健

衛
生
係
へ
※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
ロ

　
　
ド

　
，

　
ロ
　
ロ
　
ド

　
，
、
■

　
　
■

　
　
臼

　
　
臼

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　
　
　
　
こ
紹
介
②

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
さ
て
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
走
路
で
体

を
暖
め
て
い
た
だ
い
た
あ
と
は
1

階
へ
の
階
段
を
降
り
ま
し
ょ
う
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
走
路
か
ら
1
階
へ
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
建
康
の
た
め
、
そ
し
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
に
は
階
段
で

す
ね
。

　
さ
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
二

つ
の
部
屋
に
別
れ
て
い
ま
す
。
奥

の
小
さ
な
部
屋
は
「
健
康
体
力
相

談
室
」
と
い
い
、
こ
の
部
屋
に
つ

い
て
は
ま
た
後
で
紹
介
し
ま
す
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
入
っ
て
い

た
だ
く
と
ま
ず
見
え
る
の
が
ウ
エ

イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
マ
シ
ン
た

ち
で
す
。
こ
れ
は
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ

ョ
ン
マ
シ
ン
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

1
台
に
複
数
の
マ
シ
ン
が
合
体
し

て
い
る
も
の
な
の
で
様
々
な
運
動

が
で
き
ま
す
。
こ
の
ウ
エ
イ
ト
マ

シ
ン
で
は
実
に
1
3
種
類
も
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
使
い
方
な
ど
分
か
ら
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

事
務
室
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
「
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
」
と

い
う
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
が
あ

り
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
と
角
度
の
調

整
が
大
型
の
デ
ジ
タ
ル
表
示
で
確

認
で
き
ま
す
し
、
操
作
は
大
型
の

ボ
タ
ン
を
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
な
の

で
、
走
行
中
で
も
楽
に
操
作
で
き

ま
す
。
こ
の
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
は
普

段
鍵
が
か
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、

使
用
希
望
の
際
は
事
務
局
ま
で
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
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趨曲麟蹟顧鋤圃創β本一の健康都市づくり

8月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

1日

休）

午後塒10分

　～1時45分
5年2月
生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

8日

休〉

午後1時10分

　～1時45分
7年2月
生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

7日

（掬

午後1時10分

　～1時30分
8年4月
生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定

6日
（火）

午前9時30分

～10時15分

6年2月
生まれの幼児

mか月児
身体測定

7日

体）

7年10月
生まれの乳児

麟犠希〕

会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり

ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

腫）尿検査セットを保健衛生課に取りに来てください。

※平成5年3月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。9月の

健診対象者に検査セット等を送付しますので、8月15

日を過ぎても届かない人は、保健衛生課保健衛生係ま

で連絡してください。

8月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター
5・12・19・26日（月〉 午前9時～11時30分

中条地区公民館

23日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～午後4時

下条地区公民館 午前9時～午後4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな

どの人は、どうぞご相談を！

※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

8月の献血車
◆受付時問

　午前10時～正午、午後1時～3時

◆全血献血

　2日（金》（終日）下条地区公民館

◆成分献血

　2日㈹（終日）下条地区公民館

　19日（月）（終日〉十日町市役所

こ存知ですか／

保健衛生課盈57－3111

今年から16歳以上の人は、

どこの会場でもお気軽に住
民健診が受けられます

＊成分献血は、事前に保健衛生課保健衛生係に

申し込んでください。所要時間は約60分です。

月日㈱ 受付時間（上段午前、下段：午後）
対　　　　象　　　　地　　　　域 会　　　場

8月1日休）
9二〇〇～11二〇〇 本町7－1・7－2、三和町

東小学校
1＝00～3＝30 四日町新田1・2・3・4、南新田町1・2・3

2日③
9＝00～11＝00 四日町中原、四日町1・2・3
1二〇〇～3二30 四日町4、尾崎、五軒新田

5日（月）
9：00～11＝00 太子堂、塚田、中条八幡、上原、上原新町

中条小学校
1：00～3：30 上町、旭ケ丘、中町

6日（幻
9＝00～11：00 背戸、下町、中条旭町

1二〇〇～3＝30 中条島、峠、梅沢、中条新田、北原、市之沢

7日㈱
9＝00～11：00 江道、猿倉、津地、菅沼、大地、赤倉 江道集落センター

1＝00～3：00 平、漉野、慶地、二子、願入 東下組小学校

8日休）
9＝30～11100 稲葉、吉田山谷

吉田小学校
1＝00～3＝00 小泉1・2・3、樽沢

9日㈹
9130～ll＝00 北鐙坂1・2、南鐙坂

鐙島小学校
1＝00～3＝00 北鐙坂3、高島1・2

19日（月〉
9：30～11：00 鉢1・2、中手 真田小学校

1：00～3100 中平、名ヶ山 名ヶ山小学校

20日（幻
9130～11＝00 宇田ケ沢、中条菅沼、山新田、小貫東枯木又西枯木又 飛渡第二小学校

1＝00～3＝00 嘉勝轟木焼野魚之田川、新水蕨平三ツ山、上田原池谷 飛渡第一小学校

21日㈱
9＝00～11100 本町1上・1下・東1・西1、本町2・3・4

保健センター

1100～3二30 本町5・6－1・6－2・6－3、袋町東、中

22日休》
9100～11＝00 袋町西、栄町、高田町1・2・3東

1：00～3＝30 高田町3西・3南、丸山町、昭和町1・2

23日㈹
9：00～11＝00 昭和町3・4、西寺町七軒町泉町加賀糸屋町、関口樋□町

1二〇〇～3：30 駅通り、西浦町東・西、稲荷町1・2・3本通り

28日㈱
9＝00～11＝00 稲荷町3東・3南・3北・4・西
1＝00～3＝30 西本町1・2・3、千代田町、八幡田町、下川原町

29日休）
9：00～11：00 宮下町東・西、諏訪町、神明町、学校町1・2

1二〇〇～3＝30 水野町、若宮町、田中町東・西・本通り

30日㈹
9：00～11二〇〇 川原町、上川町、島

1＝00～3＝30 田川町1・2・3
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　湖やそこに住む人々など、コモと対照比較した交流への

意識がここ何年間で芽生えたとするなら、私たちの料理に

ついても興味を痔たれ楽しんでくださることと思います。

コモにいらしたことのある方は、コモ人は真面目で内向的、

時に冷たく、しか’しながら接待好きな人種である、ことが

ぢ分りになることと思います。さて、ご招待客より味見を

していただくような良く整ったテーブルもなしに、どのよ

うに「お持て成し」について証明しましょうか？

　私たちの湖の料理は本来魚料理です。この湖の魚は最高

の味を持っていると、コモの人たちは自信を持って言いま

す。『ミッソルティット』と言う、おそらく最もコモの料理

の象徴と言うべきメニューをだれが好きにならずにいられ

ましょう？それは銀色の背中の細長い魚で、湖の底深く生

息していますが年にたった一度だけ、産卵のためと釣られ

るため（笑い）に、湖の表面に上がってきます。湖畔のほ

とんどでは缶詰にしたり、塩漬けにしたり、または月桂樹

の葉っぱと一緒に層にして丸い箱に詰められます。そして

場合に応じて、網で焼いたり、消し炭の上で焼いたり、オ

リーブオイルー筋と酢一滴で味付けされるなど、シンプル

に調理されます。たいがい良質は素朴と結ばれます。

　　　　　　　　　　　〈カルロ・ギェルメッティ記＞

※当重茜さん（メッゾ・ソプラノ歌手）に日本語訳をお願いしました。
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社会福祉活動への取り組み

　　　　　吉田中学校

漏．4
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　　吉田中学校では、身近な活動を大切にし

　ながら社会福祉活動に取り組んでいます。

　地域クリーン作戦一
　　年に学校周辺のごみ拾いを2回と、自分

　の住む地域の清掃活動1回を行い、年3回

　の廃品回収を行っています。空缶はつぶし

　て市に回収していただいていますが、毎回

”ごみの多さに驚きながら、環境を守ること
『
．
畿
の
大 切さを感じています。

　ボランティアヘの参加一

　　老人ホームなどの施設へのボランティア

　も意欲的です。地域主催の「お達者会」に

　は3年生全員が参加を希望するなど積極的

　に活動しています。

　　このほか、1人1鉢運動を行って校門前

　に花を並べ、花を育てて道行く人たちの目

　を楽しませたり、日常的な活動を継続する

　ことを目指しています。

　
昨
年
は
「
戦
後
5
0
年
」
と
い
う
こ
と

で
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
雑
誌
を
は
じ
め

各
種
出
版
物
が
過
去
の
戦
争
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
取
り
上
げ
、
私

た
ち
の
目
・
耳
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。
一
年
を
過
ぎ
た
今
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
不
思
議
な
ほ
ど
に
静
ま
り
か
え

っ
た
と
い
う
か
、
私
自
身
は
目
に
耳
に

し
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
と
過
去
の
生
活

に
切
実
な
問
題
や
思
い
を
持
つ
沖
縄
県

や
従
軍
慰
安
婦
の
人
た
ち
の
こ
と
は
別

と
し
て
…
…
。

　
遠
く
離
れ
て
い
る
私
に
は
「
大
変
だ

な
、
気
の
毒
だ
な
」
と
思
う
気
持
ち
は

あ
る
も
の
の
、
無
責
任
な
が
ら
他
人
ご

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
状
況
で

す
。
で
も
、
こ
う
し
た
現
状
を
生
ん
だ

戦
争
は
二
度
と
ゴ
メ
ン
。
「
核
兵
器
廃
絶

平
和
都
市
」
。
宣
言
文
は
、
人
類
の
永
久

平
和
を
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
暑
い
暑

い
終
戦
の
8
月
が
、
今
年
も
や
っ
て
き

ま
す
。
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平和で心豊かな明るいまちをつくろう

核兵器廃絶平和都市宣言
　昭和20年8月6日に広島、9日に長崎に原爆が投

下されました。この悲劇を二度と繰り返してはなら

ないと昭和60年9月18日、市議会において「非核平

和都市宣言に関する決議」を満場一致で決議しまし

た。そして63年8月6日「広島の日」に、多くの市

民が参加するなか市民会館ホールで『核兵器廃絶平

和都市』であることを宣言しました。
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